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平
成
21
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　

(1)　
決
算
に
対
す
る
町
長
の
見
解
は
。

(2)　
県
に
提
出
し
た
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
の
平
成
19
年
度
か
ら
の
実
績
は
。

(3)　
実
質
公
債
費
比
率
３
年
平
均
で
18
％

を
割
り
、
許
可
団
体
か
ら
の
脱
却
は
。

(4)　
財
政
を
判
断
す
る
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、
経
常

収
支
比
率
の
４
比
率
の
状
況
は
。

(5)　
主
要
３
町
税
（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
民
健
康
保
険
税
）
の
21
年
度
の
納
付
状

況
は
。

　
　
　
　
　

(1)　
大
型
商
業
施
設
の
誘
致
、

高
利
率
の
町
債
の
繰
上
償
還
、職
員
数
削
減

等
に
よ
り
、町
財
政
に
大
き
な
効
果
を
得
た
。

(2)　
平
成
21
年
度
の
計
画
は
21
・
９
％
、
実

績
は
18
・
９
％

(3)　
交
付
税
が
現
在
水
準
と
み
て
、
23
年

度
は
15
・
９
％
と
見
込
み
、
許
可
団
体
か

ら
脱
却
予
定
。

(4)　
一
般
会
計
は
４
億
５
，
０
０
０
万
円
の

黒
字
。
連
結
会
計
は
国
保
会
計
が
赤
字
で

す
が
、全
連
結
会
計
で
は
黒
字
で
す
。
将
来

負
担
比
率
は
繰
上
償
還
で
さ
ら
に
健
全
化
。

(5)　
景
気
動
向
に
よ
り
住
民
税
、
国
保
税

は
年
度
に
よ
り
増
減
し
ま
す
が
、
収
納
率

は
町
民
の
納
税
意
識
の
改
善
と
職
員
の
努

力
で
着
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
値
下
げ
の
意
思
は

　
　

県
営
水
道
の
購
入
価
格
が
１
ト
ン
５

円
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
香
芝
市
、高
田
市
で

も
同
額
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
上
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
水
道
企
業
会
計
は
年
次
決
算
は
黒

字
で
あ
り
、
利
益
の
蓄
積
も
多
額
、
介
護
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
も
赤
字
の
た
め

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
住
民
に
負
担
を
押
し

つ
け
る
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。
県
か
ら

の
値
下
げ
は
町
の
経
営
努
力
に
よ
り
発
生

し
た
も
の
で
は
な
い
。
水
道
料
金
は
ぜ
ひ

値
下
げ
を
。

　
　
　
　
　

今
回
の
県
水
の
値
下
げ
に
よ

り
実
績
水
量
か
ら
計
算
し
、
年
間
１
，
４

０
０
万
円
の
経
費
が
縮
減
に
な
り
ま
す
。

水
道
施
設
の
更
新
の
時
期
が
追
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
投
資
を
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
今
後
の
経
営
の
指
針
と
す
べ

き
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、
平

成
25
年
の
県
営
水
道
の
２
部
料
金
制
予
定

を
見
極
め
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
有
識
者
会
議
を
催
し
、
施
設
整
備
、

料
金
、
工
事
等
幅
広
く
議
論
を
お
願
い
し
、

「
広
陵
の
水
道
」
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
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緑
化
な
ら
フ
ェ
ア
に
伴
う
Ｐ

　

Ｒ
策
は

　
　

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の
関
連
の

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
緑
化
な
ら

フ
ェ
ア
」
を
我
が
町
「
広
陵
」
を
全
国
に

発
信
し
て
、
Ｐ
Ｒ
の
で
き
う
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
成
功
の
た
め
町

民
が
一
致
団
結
を
す
る
起
爆
剤
と
す
べ
き

と
思
う
が
具
体
策
及
び
ア
イ
デ
ア
を
聞
き

た
い
。
ま
た
、本
町
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
「
か

ぐ
や
姫
ま
つ
り
」
を
効
果
的
に
便
乗
、
そ

し
て
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
さ
せ
て
相
乗
効
果
を

強
く
発
揮
さ
せ
て
よ
り
華
や
か
な
「
か
ぐ

や
姫
ま
つ
り
」
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

10
月
24
日
「
広
陵
の
日
」
に

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
催
し
を
企
画
準
備
中
で

す
。「
広
陵
ブ
ー
ス
」
を
設
け
58
日
間
、
町

特
産
品
を
販
売
・
展
示
し
ま
す
。
箸
尾
駅

前
等
で
「
お
も
て
な
し
」
お
茶
の
提
供
を

行
い
ま
す
。
町
内
全
域
で
自
治
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
展
開
し
て
、
お
出
迎
え
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り
は

緑
化
フ
ェ
ア
の
会
場
内
に
Ｐ
Ｒ
看
板
等
で

周
知
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

　

は
し
お
元
気
村
リ
ニ
ュ
ー
ア

　

ル
の
着
眼
点
は

　
　

風
呂
を
再
開
さ
せ
て
第
２
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
機
能
を
充
実
さ
せ
高
齢

者
の
健
康
増
進
施
設
と
し
て
９
月
に
再

オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

の
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
整
合
性
を
問
い
た

い
。
従
来
の
元
気
村
の
機
能
は
ど
う
な

る
の
か
。
多
目
的
ホ
ー
ル
の
利
用
者
か
ら

予
約
が
困
難
と
の
声
も
あ
る
が
ど
う
か
。

機
能
の
増
加
に
よ
る
仕
事
量
を
踏
ま
え
、

対
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
心
配
す
る

が
人
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

高
齢
者
に
対
し
、
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
を
対
象
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
を

も
っ
た
健
康
増
進
施
設
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。
整
合
性
、
相
乗
効
果
は
、
二
施
設
で

利
用
頻
度
を
増
加
し
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
従
来
の
機
能
も
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
多
目
的
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
町
民
を
最
優
先
し
て
、
再
度
、
調

査
し
て
不
都
合

の
な
い
よ
う
に

す
る
。
人
員
は

２
名
増
員
し
て

対
応
し
て
い
き

ま
す
。
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